














 

乳幼児突然死症候群の原因の一つに、脳幹呼吸中枢の異常が考えられ、睡眠機構に関与す

る神経系との関連性も指摘されている。我々は、病的症例の睡眠パラメーターを検索する

ことが、中枢性呼吸障害の本態究明の一助になるとの考えから研究をすすめている。今年

度は、フロッピー・インファントに属し、中枢性呼吸障害を来すことが知られている先天

性緊張性筋ジストロフィー症と、同じく、フロッピー・インファントでありなから、睡眠

中に呼吸障害を来さない、プラーダー・ウィーリー症候群に終夜睡眠ポリグラフィーを施

行、それぞれの睡眠要素を対比検討し、興味ある結果を得たので発表する。 


